土用波と いう 高い 波が 風 もな いのに 海岸に 打 寄せる 

ころ き みやこ 

頃になる と、 海水浴に 来て いる 都の 人た ち も 段々 別 

荘を しめて 帰って ゆく ようになります。 今まで は 海岸 

の 砂の 上に も 水の 中に も、 朝から 晚 まで、 沢山の 人が 

集って 来て、 砂山から でも 見て いると、 あんなに 大勢 

な 人間が 一 たい 何 所から 出て 来たの だろうと 不思議に 

思える ほどです が、 九月に はいって から 三日 目になる 

その 日に は、 見 わたす かぎり 砂浜の 何 所に も 人っ子 一 

人い ませんで した。 

私 の 友達の M と 私と 妹と はお 名残 だとい つ て 海水 

ば あさま 

浴に ゆく ことにしました。 お 婆 様が 波が 荒くな つて 来 



るから 行かない 方が よく はない かと 仰 有った のです け 

れ ども、 こんなに お天気 はいいし、 風 はなしす るから 

大丈夫 だと い つ て 仰 有る こと を 聞かずに 出かけました。 

丁度 昼 少し 過ぎで、 上天気で、 空に は 雲 一 つ ありま 

せんでした。 昼間で も 草の 中にはもう 虫の 音が してい 

ましたが、 それでも 砂 は 熱く つて、 裸足 だと 時々 草の 

上に 龃け 上らなければ いられない ほどでした。 M はタ 

オル を 頭から かぶ つ て どんどん 飛んで 行きました。 私 

むぎわらぼうし かぶ 

は 麦稈帽子 を 被った 妹の 手 を 引いて あとから 龃け まし 

い き 

た。 少しで も 早く 海の 中に つかりた いので 三人 は 気息 

を 切って 急いだ のです。 



ひきかえ 

そのまま 引返す の はどうしても いやでした。 で、 妹に 

帽子 を 脱がせて、 それ を 砂の 上に 仰向けに おいて、 

きもの 

衣 物 や タオル を その 中に 丸め こむ と 私たち 三人 は 手 を 

つなぎ 合せて 水の 中にはい つ て ゆきました。 

「ひきがし どい ね」 

と M がいいました。 本当に その 通りでした。 ひきと 

は 水が 沖の 方に 退いて 行く 時の 力の ことです。 それが 

くるぶし 

その 日 は 大変 強いよう に 私たち は 思った のです。 踝 

くらいまでより 水の 来ない 所に 立って いても、 その 水 

が 退いて ゆく 時には まるで 急な 河の 流れの ようで、 足 

の 下の 砂が どんどん 掘れる ものです から、 うっかりし 



は まわ 

人魚の ように 跳ね 廻りました。 

うち ひざぐ らい 

その 中に M が 膝 位 の 深さの 所まで 行って 見ました。 

そうすると 紆 波が 来る 度 ごとに M は脊 延び をし なけれ 

ばなら ない ほどでした。 それが また 面白そう なので 私 

たち も 段々 深味に 進んで ゆきました。 そして 私たち は 

とうとう 波の ない 時には 腰 位まで 水に つかる ほどの 深 

味に 出て しまいました。 そこまで 行く と 波が 来たらた 

おつつ 

だ 立って いたままで は 追 付きません。 どうしても ふわ 

リと 浮き 上らなければ 水 を 呑ませられて しまう のです _ 

うきあが 

ふわりと 浮上る と 私たち は 大変 高い 所に 来たよう に 

思いました。 波が 行って しまう ので 地面に 足 をつ ける 



と 海岸の 方 を 見ても 海岸 は 見えずに 波の 脊中 だけが 見 

える のでした。 その 中に その 波が ざぶんとく だけます _ 

なみうちぎわ めん 

波打 際が 一 面に 白くな つて、 いきなり 砂山 や 妹の 帽子 

などが 手に 取る ように 見えます。 それが また この 上な 

どようなみ 

く 面白かった のです。 私たち 三人 は 土用波が あぶない 

と いう こと も 何も 忘れて しま つ て 波 越しの 遊び を 続け 

さまに やつ て いました。 

「あら 大きな 波が 来て よ」 

と 沖の 方 を 見て いた 妹が 少し 怖そう な 声で こういき 

なりい いました ので、 私たち も 思わず その 方 を 見る と 

妹の 言葉 通りに、 これまでのと はかけ はなれて 大きな 



波が、 両手 を ひろげる ような 恰好で 押 寄せて 来る ので 

した。 泳ぎの 上手な M も 少し 気味 悪そう に 陸の 方 を 向 

いて いくらか でも 浅い 所まで 遁げ ようとした 位でした。 

私たち はいう まで もありません。 腰から 上 をのめ るよ 

つきだ 

うに 前に 出して、 両手 を また その 前に 突出して 泳ぐ よ 

うな 恰好 をしながら 歩こうと したので すが、 何しろ ひ 

きが ひど いので、 足 を 上げる こと も 前に やる こと も 思 

うように は 出来ません。 私たち はまる で 夢の 中で 怖い 

やつ 

奴に 追い かけられ ている 時の ような 気がしました。 

うしろ ゆ 

後 から 押 寄せて 来る 波 は 私たちが 浅い 所まで 行く 

の を 待って いて はくれ ません。 見る見る 大きく 近く 



なって 来て、 その てっぺん にはちら りちら りと 白い 泡 

うしろ 

がく だけ 始めました。 M は 後から 大声 を あげて、 

「そんなに そっちへ 行く と 駄目 だよ、 波が くだける と 

ま うち 

捲き こまれる よ。 今の 中に 波 を 越す 方が いいよ」 

といい ました。 そうい われれば そうです。 私と 妹と 

たちどま 

は 立 止って 仕方なく 波の 来る の を 待って いました。 高 

い 波が 屛風を 立て つらねた ように 押 寄せて 来ました。 

私たち 三人 は 丁度 具合よ くく だけない 中に 波の 脊を越 

す ことが 出来ました。 私たち は 体 を もまれる ように 感 

じながら もうまく その 大波 を やりすごす こと だけ は 出 

来たので した。 三人 はよう やく 安心して 泳ぎながら 顔 



を 見合せ てに こに こしました。 そして 波が 行って しま 

うと 三人ながら 泳ぎ を やめても とのよう に 底の 砂の 上 

に 立とうと しました。 

ところが どうでしょう、 私たち は 泳ぎ を やめる と 一 

くぐ 

しょに、 三人な がらず ぼ りと 水の 中に 潜って しまい ま 

した。 水の 中に 潜っても 足 は 砂に はっかな いのです。 

私たち は 驚きました。 慌てました。 そして 一 生 懸命に 

めんかき をして、 ようやく 水の 上に 顔 だけ 出す ことが 

出来ました。 その 時 私たち 三人が 互に 見合せ た 眼と 

まつ さ is 

いったら、 顔と いったら ありません。 顔 は 真青でした。 

眼 は 飛び出し そうに 見開いて いました。 今の 波 一 つで 



どこか 深い 所に 流された の だと いう こと を 私たち はい 

い 合わさないでも 知る ことが 出来た のです。 いい 合わ 

さないでも 私たち は 陸の 方 を 眼が けて 泳げる だけ 泳が 

なければ ならない という ことが わかった のです。 

三人 は 黙った ままで 体 を 横にして 泳ぎ はじめました。 

けれども 私たちに どれほどの 力が あ つ たかを 考えて 見 

て 下さい。 M は 十四でした。 私 は 十三でした。 妹 は 十 

まいねん 

一 でした。 M は 毎年 学校の 水泳 部に 行って いたので、 

とにかく あたり 前に 泳ぐ こと を 知ってい ましたが、 私 

あおむ 

は 横の し 泳ぎ を 少しと、 水の 上に 仰向けに 浮く こと を 

覚えた ばかりで すし、 妹 はよう やく 板 を 離れて 二、 三 



間 泳ぐ ことが 出来るだけ なのです。 

御覧なさい 私たち は 見る見る 沖の 方へ 沖の 方へ と 流 

されて いるので す。 私 は 頭 を 半分 水の 中に つけて 横の 

しでお よぎながら 時々 頭 を 上げて 見る と、 その 度 ごと 

に 妹 は 沖の 方へ と 私から 離れて ゆき、 友達の M はまた 

しば のち 

岸の 方へ と 私から 離れて 行って、 暫 らくの 後に は 三人 

はよう やく 声が とどく 位お 互 に 離れば なれに な つ て 

しまいました。 そして 波が 来る たんびに 私 は 妹 を 見 

失ったり M を 見失ったり しました。 私の 顔が 見える と 

うしろ 

妹 は 後 の 方から あらん 限りの 声 をし ぼ つ て 

「兄さん 来て よ …… もう 沈む …… 苦しい」 



それ はずる い 考え だ つ たようです。 

うしろ 

でもと にかくそう 思う と 私 はもう 後 も 向かずに 無 

我 夢中で 岸の 方 を 向いて 泳ぎ 出しました。 力が 無くな 

あおむけ ねし ま 、-き 

りそうに なると 仰向に 水の 上に 臥て 暫 らく 気 息をつき 

ました。 それでも 岸 は 少しずつ 近づいて 来る ようで し 

た。 一 生 懸命に …… 一 生 懸命に …… 、 そして 立泳ぎの 

ようになって 足 を 砂に つけて 見ようと したら、 またず 

くぐ あわ 

ぶりと 頭まで 潜って しまいました。 私 は 慌てました。 

そして また 一 生 懸命で 泳ぎ 出しました。 

ひさ 

立って 見たら 水が 膝の 所 位しかない 所まで 泳いで 来 

ていたの は それから よほどた つての ことでした。 ほつ 



なき こえ 

と 安心した と 思う と 、 もう 夢中 で 私 は 泣 声 を 立 てなが 

ら、 

「助けて くれえ」 

きちが か まわ 

といつ て 砂浜 を 気 狂いの ように 龃 けずり 廻りました。 

はる 

見る と M は 遥かむ こうの 方で 私と 同じような こと をし 

ています。 私は龃 けずり まわりながら も 妹の 方 を 見る 

こと を 忘れ はしませんでした。 波打 際から 随分 遠い 所 

に、 波に 隠れたり 現われた りして、 可哀 そうな 妹の 頭 

だけが 見えて いました。 

浜に は 船 もい ません、 漁夫 もい ません。 その 時に 

な つ て 私 はまた 水の 中に 飛び込んで 行きたい ような 心 



持ちに なりました。 大事な 妹 を 置き っぱなし にして 来 

た のが たまらなく 悲しくな りました。 

そで ひつ 

その 時 M が 遥かむ こうから 一 人の 若い 男の 袖 を 引 

ぱ つて こっちに 走って 来ました。 私 は それ を 見る と 何 

も かも 忘れて そっちの 方に 龃け 出しました。 若い 男と 

いうの は、 土地の 者で はありましょう が、 漁夫と も 見 

えない ような 通りが かりの 人で、 肩に 何 か 担って いま 

した。 

「早く …… 早く 行って 助けて 下さい …… あすこ だ、 あ 

す こだ」 

私 は、 涙 を 流し 放題に 流して、 地 だんだ を ふまない 



その 時 私 は 妹が 私 を 恨んで いるの だな と 気が ついて、 

さび 

それ は 無理の ない こと だと 思う と、 この 上な く 淋しい 

気持ちに なりました。 

それにしても 友達の M は 何 所に 行って しまったの だ 

ろうと 思つ て、 私 は 若者の そばに 立ちながら あた リを 

ば あさま 

見廻す と、 遥かな 砂山の 所 をお 婆 様 を 助けながら 龃け 

下りて 来る のでした。 妹 は 早く も それ を 見付けて そつ 

ちに 行こうと している の だと わかりました。 

それで 私 は 少し 安心して、 若者の 肩に 手 を かけて 何 

かいおう とすると、 若者 はうる さそう に 私の 手 を 払い 

すわ 

のけて、 水の 寄せたり 引いたり する 所に 坐り こんだ ま 



ま、 いやな 顔 をして 胸の あたり を 撫で まわして います _ 

私 は 何んだ か 言葉 を かける のさえ ためらわれて 黙った 

まま 突立って いました。 

「まあ あなたが この 子 を 助けて 下さい ましたんで すね _ 

お礼の 申しよう も秦 座ん せん」 

い き 

すぐそばで 気息せ き 切って しみじみ といわれ るお 婆 

様の 声 を 私 は 聞きました。 妹 は 頭から ずぶ濡れ になつ 

たままで 泣きじゃくり をし ながらお 婆 様に ぴったり 抱 

かれて いました。 

きもの こわき 

私たち 三人 は 濡れた ままで、 衣 物 や タオル を 小脇に 

抱えて お 婆 様と 一 緒に 家の 方に 帰りました。 若者 はよ 



出来ました。 若者 は 麦湯 を 飲みながら、 妹の 方 を 心配 

そうに 見て お辞儀 を 二、 三度して 帰って 行って しまい 

ました。 

「M さんが 龃 けこんで 来な すって、 お前た ちの こと を 

いいなす つた 時には、 私 は 眼が くらむ ようだった よ。 

おとう さんやお 母さんから 頼まれて いて、 お前た ちが 

死にで もしたら、 私 は 生きて はいられ ないから 一緒に 

死ぬ つもりで あの 砂山 をお 前、 M さんより 早く 龃け上 

リ ました。 でも あの人が 通り 合せた お蔭で 助かり はし 

たもの のこ わい ことだった ねえ、 もうもう 気をつけて 

おくれで ない とほん に 困ります よ」 



お 婆 様 はやが てき つと なつ て 私 を 前にす えてこう 

仰 有い ました。 日頃 はやさし いお 婆 様でした が、 その 

時の 言葉に は 私 は 身 も 心 もす くんで しまいました。 少 

しの 間で も 自分 一人が 助かりた いと 思った 私 は、 心 

の 中 を そこら 中から 針で つかれる ようでした。 私 は 

泣く にも 泣かれないで かたくなった ままこ ちんと お 婆 

様の 前に 下 を 向いて 坐りつ づけて いました。 しんしん 

と 暑い 日が 縁の 向う の 砂に 照リ つけて いました。 

若者の 所へ はお 婆 様が 自分で 御 かに 行かれました。 

そして 何 か 御礼の 心で お 婆 様が 持って I かかれた もの を 

その 人 は问ん とい つ て も 受取ら なか つたそう です。 



それから 五、 六 年の 間 は その 若者の いる 所 は 知れて 

いました が、 今 は 何処に どうして いるの かわか リ ませ 

ん。 私たちの いいお 婆 様 はもう この 世に はおいで にな 

りません。 私の 友達の M は 妙な ことから 人に 殺されて 

死んで しまいました。 妹と 私ば かりが 今でも 生き残つ 

ています。 その 時の 話 を 妹に する たんびに、 あの 時ば 

かり は 兄さん を 心から 恨めしく 思った と 妹 はい つで も 

いいます。 波が 高まる と 妹の 姿が 見え なくなった その 

どうき そら 

時の 事 を 思う と、 今でも 私の 胸 は 動悸が して、 空 恐ろ 

し い 気持ちになります。 
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